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[g]関連病院の施設紹介
石川県立中央病院
石川県立中央病院は病床数662床を擁する地域の基幹病院です。海が近く、病棟から
は金沢港に豪華客船が泊まっているのを見ることができます。また、裏手には田んぽが
広がっており、田植えから収穫までをみながら、季節の移るいを感じることができます。
神経内科は山口和由先生、松本泰子先生と島啓介の3人体制で診療しています。県立
病院のため、珠洲、輪島地区から小松地区までと広い範囲にわたって紹介をいただいて
おり、搬送依頼の疾患の難易度も高いように思えます。神経内科はなかなか採算の面で
は数字に表れづらいですが、そのあたりは病院から評価してもらえているようです。救
急入院、急変転院等が多く、現場は満床近い状態が続いていますが、急性期が過ぎると
近隣の後方病院に快く引き受けてもらえるために、何とか対応できていると思います。
2018年1月から､敷地内に完成した新病院に移転することになっています｡旧病院は、
廊下、病室の壁がひび割れていたり、外来の窓のカーテンレールがなく、手作りをして
いたりと歴史のある趣のある病院との印象を持っていましたが、赴任して3年経つと、
診察室の狭さや、手作り感にむしろ愛着をもてるようになりました。この度は味のある
旧病院から移転し、写真のように、スタイリッシュな建物になるということで、身の引
き締まる思いです。電子カルテも変わる予定で、カルテ講習を2時間の講習を5回行い
ましたが、操作性が全く変わるため、慣れるのに時間がかかりそうです。
2018年秋頃からドクターヘリが稼働する予定となっており、更に受け入れ患者様が増
えることが予想されます。高いところは怖いので、救急医でなくて良かったと思ってい
ます。病院で迎え入れ、診療することで急性期病院の使命に応えようと思います。今後
ともよろしくお願いいたします。
（文責：島啓介）
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独立行政法人国立病院機構医王病院
医王病院は国立病院機構142病院のひとつで、難病や重症心身障害による障害者医療
に特化した310床の施設です。
当院の2017年は、外来管理治療棟等の建て替え工事第1期が完了し、10月中旬に60
床の病棟移転を終えたことが最も大きな出来事でした。起工式の2016年3月30日から
1年半かかりましたが､基礎工事が終わってからみるみる出来上がってゆく様(写真参照）
は、なかなか圧巻でした。これからは外来・管理部門の建て替えのために、さらに2年
近くのスクラップ＆ビルドが続き、竣工は次の元号の初年度の予定です。
この建て替え工事に伴い、臨床研究棟にあった剖検室も新しい建物（西棟）1階部分に
移りましたので、Braincutting等で足を運ばれる際にはご留意下さい。また同門の諸先
生方のおかげで、当院の神経難病患者数は徐々に増加しており、2016年度末には剖検数
が通算100例となりました。今後もご紹介いただいた患者さんに質の高い医療を提供し
QOL向上に努め、臨床神経学と神経病理学に貢献できるよう職員一丸となって頑張りま
すので、同門の皆様にはどうかよろしくお願い申し上げます。
最後に、昨年9月29日30日に石川県地場産業振興センターで第5回日本難病医療ネ
ットワーク学会学術集会を副会長・事務局施設として開催いたしました。医局と同門の
皆様からの温かいご支援.ご援助をいただき、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
さらに2018年10月26日（金）・27日（士）には、石川県文教会館で第5回筋ジストロ
フイー医療研究会を会長施設として主催致します。この研究会は、いわゆる筋ジストロ
フイー研究第4班の流れをくみ、全国から多職種が参加して最新の筋ジストロフィ－医
療・ケアについての知見を発表する良い機会になっています。関連の多くの先生方と関
係する多くの職種の方々にご参加いただければ幸いです。
（文責：駒井清暢）
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山市民病院
富山市民病院は、昭和20年8月1日の大空雲により、全富山市が壊滅した､その翌年の
昭和21年2月に､富山市の保健衛生施設として､大手町に創設されました｡その後､昭和
29年に五福に分院が開設され､昭和58年に本･分院を統合して現在の病院となっていま
す｡国道41号線沿いの交通の便が良い場所に立地しています｡地域中核総合病院として、
市民の保健･医療･福祉を担っています｡日本内科学会認定専門医教育病院､日本神経学会
準教育施設､日本脳卒中学会認定研修教育病院など、各種研修認定も受けています。
神経内科は､医師2人で､内科の1部門として診療に携わっています｡専門外来､脳ﾄﾞｯｸ
の他､内科一般業務として、日中救急､富山市輪番救急なども分担しています｡病棟は､脳
神経外科との混合病棟で､病床数は約20床です｡脳血管障害が多く､脳神経外科と協力し
ながら､診療にあたっています｡意識障害､頭痛､めまいなど救急外来からの呼び出しも多
く、神経救急医としての役割も重要です。
(文責：林茂）
富山市民病院のホー ムペー ジhttp://www.tch・toyama.toyamajp/も､ご参照下さい。
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黒部市民病院
新外来棟建設のために2012年から始まった工事も、旧外来棟跡地の駐車場整備が3月
に終了し、すべての工事が完成しました。これまで2棟が建っていた場所がすべて更地
として駐車場に整備され、250台余りの車が病院正面に駐車できるようになりました(写
真1，2)。これを機会に市内を走るほぼすべての路線バスの病院への乗り入れが開始され
ました(写真3)。北陸新幹線黒部宇奈月温泉駅行きのバスも乗り入れており、主に東京方
面上り「はくたか」に接続しています。写真3のバスの横の建物は、もともと血液透析
センターや手術室がありましたが、すべて新外来棟に移転したため、1階は売店(朝7時
から24時まで営業)とベーカリーカフェとなって来院者の便宜を図っています｡2階は研
修医が利用するフロアとなり、3～4階は職員更衣室となっています。27年前に私が当院
に赴任した時から現在まで残っているのはこの建物だけですが、大幅に改築されてしま
ったため赴任当時の面影は全くなくなりました。
初期研修医に関しては、来年度も8人が当院単独の研修医として採用されることにな
りました。毎年多くの研修医に来ていただけるのはうれしい限りですが、なかなか神経
内科を希望してもらえるまでには至っていません。ただ、毎年5～6人は神経内科に1～
2か月回ってきているので､その際には私の負担軽減もかねて外来診療にも携わってもら
い、私の診察前に病歴聴取と簡単な診察(必要あれば検査オーダーなど)をしています。
また、腰椎穿刺が必要な場合には、手順がわかっている研修医には穿刺をしてもらって
いますが、機会に巡り合えた研修医は少なく、今年は2人が経験しただけでした。この
ようにして、何とか神経内科に興味を向けてもらえるよう今後も頑張っていきたいと思
います。
（文責：新井裕一）
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独立行政法人国立病院機構北陸病院
当院は､金沢大学角間キャンパスから約25キロメートルに位置し、国道27号線と304
号線を利用して、道路状況にもよりますが、自動車で約20-30分の通勤時間です。4年前
に新車で購入した自動車の走行距離が、8万キロメートルを超えていました。
私が、6年前に着任してから、神経内科と精神科のコラボレーションのもと富山県認知症
疾患医療センターを運営しており、現在は、若年性認知症を含め富山県で最も多くの新
規認知症の患者さんを診療しているようです。変性性認知症の根本治療薬がない現在、
当院では、認知症認定看護師の養成、ユマニチュードの導入などケア・看護レベルの向
上を行っています。
また、今年度から、これも神経内科と精神科のコラボレーションのもと睡眠医療セン
ターを開設し、不眠症はもとより睡眠呼吸障害、睡眠行動異常、過眠症などの診療を行
っています。睡眠衛生指導、認知行動療法も行う富山県唯一の睡眠学会認定施設であり
ますが、マンパワーの関係で予約は、新患3か月待ちの状態です。睡眠医療に興味のあ
る方は、ウインウインの関係で当院での研修を考えてみてはいかがでしょうか。
私は、北陸病院着任後、院内標楴の臨床研究部長を併任し、正規の臨床研究部に昇格
させるために、多職種連携による臨床研究、学会発表、治験の活性化に取り組んできま
した。皆さんの協力のおかげで、例年30ポイント程度であった国立病院機構臨床研究活
動ポイントを正規の臨床研究部に昇格するために必要な200ポイント以上に引き上げ、
昨年度まで4年連続維持することができました。しかし、国立病院機構の財務状態悪化
の影響か、最近は院内標傍へ格下げされた施設はあっても正規臨床研究部への昇格され
た施設はなく、また、当院のなかでも臨床研究部長になりたいというモチベーションの
高い人材も見当たらず、外部から派遣される予定もないため、今年度は、我武者羅に200
ポイントを目指すことはやめて、少しのんびりしたペースで臨床研究活動を行っており
ます。
やや暗い話題としては、昨年、職員の投書で今問題となっている労働基準監督署の立
ち入り調査があり、時間外の自己研鎭や学会準備などが労働とみなされるとのことで、
これまでも多くなかった勤務時間外活動がさらに難しくなってきています。また、毎年
テーマを決めて調査に来る税務署は、医師の交通費への課税や当直料の免税枠の排除な
ど、医師をターゲットに搾り取りに来られます。
神経難病病棟は、以前40床でしたが、時代の流れとは逆行しますが、病棟建て替え後
50床に増床し、90％以上で稼働しております。人工呼吸器装着患者の受け入れを検討し
て準備していましたが、常勤呼吸器内科医師の開業に伴い、マンパワーの関係から現在
受け入れを見合わせている状態です。当院で、難病医療に取り組みたいという方がいら
っしやれば、小竹先生も感謝感激雨霞、是非ご検討ください。当院の情報は、ホームペ
ージ以外に「フェースブック」でも確認できますので、興味のある方は、ご覧ください。
(文責：吉田光宏）
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(学会出張中に見学したサルペトリエー ル病院にあるBabinskiの建物）
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山県 立 中央病院
立山を望む窓からの眺めが素晴らしい好立地にある病院です。
当院神経内科は平成27年度より新潟大学の先生方より金沢大学神経内科へ引き継ぎを
行い、以後は医師2名体制で診療を行ない、平成29年度は中村桂子、小松潤史の二人で
勤務しています。
県立中央病院は、ドクターヘリが日中から飛び回るなど、救急を手広く受ける病院体
制にあり、その中で神経内科も忙しい日々を過ごしています。神経内科救急のメイン疾
患である脳卒中については脳神経外科と共同で診療に当たっており、内科的治療のみで
加療可能な症例については脳出血についても当科で加療を行っています。外来通院して
いる患者数が非常に多く、勤務医2人ともに週5回外来に出ているなど外来が非常に忙
しいのも、良くも悪くも当院の特徴です。
救急と外来に挟まれた勤務状況は厳しいものがありましたが、赤木先生をはじめ27年
度より勤務していただいた先生方の尽力、また濱口先生が隔週で外来診療応援に来てい
ただくなど、医局の皆様のバックアップのおかげで、勤務環境は徐々に整備されている
と感じます。年明けより外来日は各人週3日に減らせる見通しとなりました。
未熟な自分では、将来の県立中央病院のあり方などにビジョンを持つ余裕は全くあり
ませんが、神経内科医としての診療がストレス無く行えるような環境を目指し努力を続
けたいと思います。
(文責：小松潤史）
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厚生連 白｢戸］ 岡病院
富山県といえば｡｡。東の富山県立中央病院西の厚生連高岡病院
正式名称：富山県厚生農業協同組合連合会高岡病院
いわゆる「農協病院｣。しかしその昔から、高岡伏木・射水・氷見医療圏のなかで中心
的な‘公的病院，の一として認識されてきました。当院の歴史については、厚生連高岡
病院ホームページから、「病院の概要・沿革・施設基準」のほかに、最近アップされた、
「ニュース＆トピックス」→「写真から紐解くホスピタル・ヒストリー」で、副院長の
整形外科医烏畠先生の味わい深い文章を鑑賞できます。
神経内科では、平成29年度、柳瀬大亮診療部長、池田芳久科長の二人体制で日々診療
に勤しんでおりました。
病棟は当科のほかに脳神経外科、救急科が病床を有し、全48床を展開しています。病
棟の忘年会では、各科の医師と病棟看護師、それにリハビリテーション療法士が集い、
日々の診療そのまま(?)の熱気を呈します。
(文責 池田芳久）
着ぐるみは、「(前田)利長くん」です。
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[10]留学記
大学院3年生の坂下泰浩です。2017年4月から、東京都健康長寿医療センター（旧養
育院）の高齢者ブレインバンクで、村山繁雄先生のご指導のもと神経病理学の研修なら
びに研究をさせていただいています。ブレインバンクとは、生前に篤志で献脳に同意い
ただいた方が亡くなった際や、当院で亡くなった方のご遺族に死因の究明や今後の医学
発展のために病理解剖を承諾いただいた際に、開頭剖検を行い、一方の大脳半球をホル
マリン固定して神経病理診断をつけ、もう一方の大脳半球を凍結保存して未来の医学研
究のリソースとするプロジェクトです。このうち主には剖検と神経病理診断を担当させ
ていただいています。
なぜ病理学とは程遠いようなこの私が病理学を選択したのかについては、いろいろ言
い訳が思い浮かびますが、一言で言えば「全くわからなかったから」です。学生時代か
ら「病理学」に興味はあったものの、しっかり勉強しなかったため全く理解できず、苦
手なまま医師になってしまいました。しかしながら、神経内科について勉強すればする
ほど病理学が非常に重要な役割を担っていることを痛感し、神経病理に対して憧れにも
似た感情を抱くようになりました。そこで、大学院に入学して研究テーマを決めるにあ
たり、「このまま病理学を苦手なまま終わりたくない」と考えたというのが最大の理由で
す。そして、非常に特殊な症状を呈するLewy小体型認知症に興味があったため、a
-synucleinopathyを研究テー マとさせていただきました。一部には「東京で生活したい
からだろう」という非常に鋭い憶測もあるようですが、（そういった思いが皆無であった
と言えば嘘になりますが）主な理由ではありません。
というわけで、恥ずかしながら病理学の知識がほぼゼロの状態で神経病理の業務がス
タートしたわけですが、当初は病理学を選択したことを後悔しました。カンファレンス
のたびに飛び交う聞いたことのない言葉の数々や、見たこともない構造物、名前も知ら
ない神経核…ほぼチンプンカンプンな毎日で、研修医として大学のカンファレンスに初
めて参加した頃の絶望感が鮮やかに思い出されたのです。何から勉強したらいいかすら
わからず、えも言われぬ焦りに煽られ、これまでの勉強不足を猛省しました。お先真っ
暗でどうしようかと悩みましたが、少しずつ勉強して知識を得ていくうちに、「神経学は
こんなにわかっているんだ」と驚く一方、「神経学はこんなにわかっていないんだ」と驚
くことも多く、改めて神経学の深淵さを思い知らされ、その魅力を再確認できました。
最近ではようやくカンファレンスの話をなんとなく理解することができるようになり、
病理学の楽しさを少しずつ実感しています。とはいってもまだまだ難しいことは理解で
きませんし、見たことのない所見を正確に取ることができないため、これからも勉強を
続けていかなければと思っています。
さて、ブレインバンクの日常業務としては、脳検体の処理や神経病理診断に加え、週2
回の神経病理カンファレンス、週1回のプレインカッティングに参加させていただいて
います。さらに、解剖資格の取得を目指して全身解剖を担当し、週1回のオルガンコン
トロール（解剖した臓器の肉眼所見を病理医・神経病理医で確認するもの)、週1回のス
ライドカンファレンス(CPCに準ずるもの）にも参加させていただき、まさに病理づけ
といった非常に恵まれた環境で勉強させていただいています。また、他大学から同様に
神経病理の研修・研究のため国内留学している優れた同世代の先生方にも恵まれ、非常
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にいい刺激を受けながら楽しく研究生活を送ることができています。
健康長寿医療センターは、池袋から東武東上線で約5分の大山駅からすぐの場所にあ
ります。大山にはハッピーロードと呼ばれる東京都内随一の商店街があり、庶民の町と
いった雰囲気で、とても生活しやすい環境です。都心へのアクセスもよく、休みの日に
は東京観光やおいしい食事探しなどができ、よいリフレッシュになります。せっかくの
機会ですので、（もちろん研究がおろそかにならない程度に）東京生活を楽しみたいと思
います。
最後になりましたが、日々ご指導いただいている村山先生、このような恵まれた機会
を与えてくださった山田先生、毎日の研究生活を楽しく彩ってくださる|司僚の先生方、
そしてこれまでお世話になった同門の先生方に深く御礼申し上げます。微力ではありま
すが、神経学の発展に少しでも寄与できるよう励んで参りますので、今後ともご指導．
ご鞭燵のほどよろしくお願い申し上げます。
（文責：坂下泰浩）
(飲み会の写真）
、????????
。????????? ?、??、
????。
?????
?
? 、
? ???
? ?
? ?
? 、。? ???
??
?
?? ?
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[11］金沢大学大学院脳老化・神経病態学（神経内科学）
および金沢大学附属病院神経内科名簿
(2017年1月から12月）
教授
保健管理センター教授
准教授
講師（外来医長）
助教（医局長）
助教
特任助教（4月より病棟医長）
助教（3月まで病棟医長）
特任助教・大学院博士課程
特任助教・大学院博士課程
特任助教・大学院博士課程
特任助教・大学院博士課程
医員・大学院博士課程
医員・大学院博士課程
医員・大学院博士課程
医員
医員
医員
大学院博士課程
正仁
弘明
和夫
毅
健二
もえ子
一朗
篤平
芳久
潤史
明生
博人
修太郎
浩輝
綾乃
みずき
愛
健伸
泰浩
山
??????????????
????
????????????????
(4月より）
(3月まで）
(3月まで）
(3月まで）
(4月より）
(4月より）
(4月より）
(4月より）
(7月まで）
(4月より）
(4月より）
元
???
(4月より東京都健康長寿医療センター）
林幸司
(4月より革新ゲノム情報学分野）
多田康岡II(4月より）
村松大輝（4月より）
堂本千晶
大学院博士課程
大学院博士課程
大学院博士課程
大学院博士課程・心理士（研究員）
研修医
研修医
研修医
研修医
研修医
研修医
(1－2月）
(4－6月）
(5－6月）
(5－6月）
(9月）
(11月）
?????????
?
?????
?
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???????????????????
?
?
?? ?????
クリニカルクラークシップ
クリニカルクラークシップ
クリニカルクラークシップ
クリニカルクラークシップ
クリニカルクラークシップ
クリニカルクラークシップ
??
米
KimJeeHee(4月より）KUEST留学生
??????????????????????
名誉教授・非常勤講師
非常勤講師
非常勤講師・臨床准教授・協力研究
臨床教授・協力研究員
臨床准教授・協力研究員
臨床准教授・協力研究員
臨床講師・協力研究員
臨床講師
臨床講師・診察協力医・協力研究員
? ?
正
(京都大学教授）???????????
員
一
?????????????
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
協力研究員
??
?????????
裕
章????
??
田由美子（3月まで）
藤律子
藤翔子
田美幸
田奈津
?????
検査技師
検査技師
検査技師
検査技師
検査技師
－107－
臨床心理士（研究員）
心理士
臨床心理士
臨床心理士
臨床心理士
臨床心理士
看護師（研究員）
???
智絵美
こず絵
友香（3月まで）
彩香
真衣（4月より）
堀偲（4月より）
由佳梨
? ???
???
教授秘書
事務員
事務員
事務員
事務員
事務員
事務員
外来受付
????????
悦子
洋子
和子
舞
朋子
美由紀
聖子
久美
(6月まで）
(3月まで）
????
(6月から）
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編集後 記
金沢大学神経内科年報第18号（2017年）が完成しました。医局長を拝
命して2年が過ぎようとしていることになり、今年も無事年報を皆様のお手許
にお届けするという大事な任務を完遂することができました。
個人的には、2017年は自分自身がfirstauthorとして書いた症例報告が
英文雑誌に掲載され、その他にも共著者として数本の論文を上梓することがで
きました。今後もこのペースで継続していきたいと思います。
2018年度からはようやく新専門医制度が開始されることになりました。
色々と事務手続き等に忙殺されましたが、当教室では来年度に3名の前途有望
な新入医局員を迎える予定で、明るい話題となっています。制度には未だに不
明確な部分が残されていますが、若手の医師が内科専門医や神経専門医を問題
なく取得できるようにサポートしたいと思います。さらに、日本神経学会の基
本領域化へ向けた取り組みが始まりました。
2017年は日本認知症学会学術集会を主催し、教室員や同門の皆様には多
大なご支援を賜りました。おかげさまで3500名を越える参加があり、大変
盛況に終えることができました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
医局長の仕事は教室における潤滑油のようなものと考えており、あまり目立
たず、教室員や同門の先生方が円滑な業務が行えるようサポートできればと思
っています。人手および予算不足という厳しい状況は毎年の風物詩となりつつ
ありますが、そのような状況を打破すべく楽しみながら乗り越えていければと
考えています。
最後に、山田教授、各医長、各係の医員・大学院生、関連病院の先生方、事
務の方々をはじめ、多大なるご協力をいただいた多くの皆様方に心より感謝申
し上げます。年報の編集にあたり、十分校閲いたしましたが、誤字脱字術字・
掲載漏れなどがあるかもしれません。これらの誤謬につきましてはこの場をか
りてお詫び申し上げます。
（医局長坂井健二）
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